
石からできた紙手提
サ イ ズ：各 種 ご 参 照 く だ さ い

出荷単位： 5 0 枚  ( 1 0 枚 × 5 束 )

材質：ストーンペーパーRPD200μ
　　（炭酸カルシウム80% HDPE20%）
サイズ：190×110×250mm  重量：82g/枚
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材質：ストーンペーパーRPD200μ
　　（炭酸カルシウム80% HDPE20%）
サイズ：225×80×320mm  重量：91g/枚
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石からできた紙手提の主な材質

本体………… ストーンペーパー

口底ボール… ストーンボード

紐…………… エコペットロープ
 （ペットボトル再生繊維）

Ecology 石から生まれた紙「ストーンペーパー」は、
森林・水質資源の保護、CO2削減に貢献します。

ストーンペーパーは原料に木材チップなどを一切使用せず、石から抽出した無機鉱物粉
末から作られます。
そのため、貴重な森林資源を伐採することがありません。
また、製造過程で水を必要としないため、工業排水による水質汚染の心配もなし。
製造時の二酸化炭素排出量も、一般的なバージンパルプ紙の半分以下です。

酸やアルカリ、漂白剤を不使用。

原材料は、無機鉱物粉末。
（炭酸カルシウム）

製造、燃焼時のCO2 排出量が少ない。

世界中で伐採されている木材の約半分は、パルプと紙に

利用されています。ストーンペーパーは、鉱物の中でももっ

とも資源量の多い石灰石を主原料としています。ストー

ンペーパーを使うことは、そのまま森林資源保護に役立

ちます。

一般的な「白い紙」を作るには、強い酸やアルカリ、漂

白剤などが必要です。ストーンペーパーはこれらの薬品

を使うことなく作られます。また、製造過程で洗浄プロ

セスが一切ないため、排水で水を汚すことがありません。

一般的なバージンパルプの製造時におけるCO2排出量は、

1トンあたり約1,093kg。これに対してストーンペーパーは、

約500kgと約半分。さらに燃焼時も、バージンパルプに

比べて30 ～ 50％、CO2 排出量を削減することができ

ます。

紙を燃やした後の灰は、石灰にな
るため、そのままリサイクル利
用できる（現状は一般ゴミ扱い） 木を

伐採しません

水を
汚しません

空気を
汚しません
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（上質）

※レースィ（白）からレースィ（上質）へ名称変更しました。

25g

（クラフト）
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洋品袋

※使用イメージ
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